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　糸洲流空手道は「首里手」の大家である松村宗棍師（1798 ～ 1890）に源を発し、近世
の拳聖と世人に仰がれている糸洲安恒師（1830 ～ 1915）を流祖としている。
　糸洲安恒師は、これまで「唐手術」と言う護身術であった「手」を体育的に改良再編し、
学校体育に取り入れ人格形成に主眼を置いて昇華させた。
　また、多くの型を創作し現在最も普及している平安 ( ピンアン ) の型は、糸洲安恒師が
作られたものである。
　糸洲安恒師の「型」を最も正しく学ばれた摩文仁賢和師（1889 ～ 1952）は「糸洲派二世」
を継承する。摩文仁師は「那覇手」の東恩納寛量師にも師事し、後に両師の頭文字をとり「糸
東流」を創始する。
　摩文仁師は「糸洲派」を後世に伝承させるため 1952 年 1 月、高弟の坂上隆祥（1915
～ 1993）に「糸洲派三世」を継承させる。
　坂上隆祥師は、1940 年３月「糸東流空手道坂上道場」を兵庫県川西市の自宅に開設する。
　1954 年８月に上京し、東京都葛飾区に「日本玄武館空手道場」を開設する。
　1955 年６月、横浜市鶴見区に道場を移転し「全日本空手道糸洲会総本部道場」を開設。
これを契機に会名を「全日本空手道糸洲会」とし、これより「糸洲会」と呼称する。
　1969 年 4 月、正式に流名を「糸洲流」に、会名を「日本空手道糸洲会」と命名。ロゴマー
クも制定する。
　1976 年 5 月、坂上隆祥著「空手道大鑑・平安編」を会員向けに出版。続いて 1978 年
10 月「空手道型大鑑」を出版する。この本が型教材のベストセラーとして愛好者に幅広く
好評を得て、現在５版を重ね発売中である。その他「ヌンチャク・釵」など琉球古武道関
係の書籍を出版する。
　1979 年４月、糸洲流空手道の連綿たる歴史と技法が評価され日本古武道協会に空手道
界初の加入流派として承認される。
　1994 年 4 月、門下生一同の推戴を受け、坂上隆祥の嫡子節明が「糸洲流四世」を継承する。
　四世坂上節明は「型で始まり、型で終わる」と言われる糸洲安恒、摩文仁賢和、坂上隆
祥の三世代より伝承された「糸洲流型」を忠実に守り、当流の保存振興のため国内外の後
進の指導育成に努めている。
　2007 年１月より、坂上節明監修指導のもとＤＶＤ「糸洲流空手道型大鑑」を２年半の
歳月をかけて 2009 年 8 月に「全５巻」（49 型収録・英語字幕付）が完成。糸洲流空手道
の「型」規範として大きな遺産となるものと確信している。
　また、空手道の世界的発展に伴い、当流も国際交流の充実を目標に 2002 年８月、糸洲
流加盟 16 ヵ所国にて「糸洲流空手道国際連盟 (IKIF)」を結成する。
　2005 年 7 月アメリカ・ロサンゼルス、2009 年 7 月マレーシア・クアラルンプール、
2013 年８月日本・大阪、2017 年８月中国上海において「糸洲流世界空手道選手権大会」
を開催する。2022 年デンマークでの開催の準備を進めている。現在 20 ヵ国余りが活動中
であり、さらに世界に広がりを見せている。

2020 年 12 月　　文責／坂上節明
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謹賀新年謹賀新年

新
年
の
ご
挨
拶

　

平
素
、
皆
様
方
に
は
何
か
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
、
政
府
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
「
緊
急
事
態
宣

言
」
を
発
令
し
、
一
旦
終
息
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
未
だ
に
そ
の
勢
い
が
止
ま
ら

ず
３
波
や
４
波
の
感
染
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

経
済
優
先
か
、
感
染
防
止
対
策
が
先
か
と
、
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

わ
れ
わ
れ
は
最
大
限
努
力
し
て
「
三
密
の
回
避
」
を
徹
底
し
、
気
を
緩
め
ず
に
こ
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

朗
報
は
ア
メ
リ
カ
で
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
進
み
、
希
望
の
光
が
見
え
て
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
下
で
し
た
の
で
、
昨
年
９
月
12
日
、
13
日
に
新
設
の
「
横
浜
武
道

館
」
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
「
第
53
回
糸
洲
会
全
国
大
会
」
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。　

　

昨
年
は
予
想
と
大
き
く
異
な
る
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
糸
洲
会
は
未
来
に
向
け
優
し
い

形
で
さ
ら
に
発
展
す
る
機
会
を
つ
か
む
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
８
月
14
日
、
15
日
の
両
日
に
、
東
京
・
日
野
市
市
民
の
森 

ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
に
て
「
第
54
回
糸
洲
会
全
国
大
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
方
の
参
加
出
場

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
順
調
に
い
け
ば
空
手
道
競
技
は
８
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
３
日

間
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
空
手
道
愛
好
家
に
と
っ
て
は
長
年
の
夢
が

叶
い
、
日
本
代
表
選
手
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
来
年
８
月
初
旬
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
「
２
０
２
２
年
糸
洲
流
世
界
大
会
」

を
計
画
し
着
実
に
実
施
に
む
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

糸
洲
流
を
学
ぶ
我
々
は
、
空
手
道
の
正
し
い
伝
統
技
術
の
継
承
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
学
ん
で
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
方
な
ら
び
ご
家
族
の
方
々
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上

げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

坂上節明　宗家・会長

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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今
、
注
目
の
人

　

10
月
13
日
13
時
、
友
人
よ
り
七
段
位
合
格
の

知
ら
せ
を
受
け
、
最
初
は
フ
ェ
イ
ク
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

直
ぐ
に
全
空
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま

し
た
。
七
段
位
合
格
者
の
中
の
６
番
目
に
［
森

谷
美
可
（
東
京
）］
と
あ
り
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。　

本
当
な
の
か
と
穴
が
あ
く
ほ
ど
み
つ
め
、

自
分
の
頬
っ
ぺ
た
を
抓
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
の

嬉
し
さ
で
天
に
も
昇
る
気
分
で
し
た
。
手
当
た

今
年
度
公
認
７
段
位
審
査
に
関
東
地
区
よ
り
二
人
が
合
格

森
谷 

美
可
（
日
野
支
部
）

り
次
第
、無
意
識
に
関
係
者
に
電
話
し
た
の
で
す
が
、

相
手
も
ま
さ
か
と
び
っ
く
り
し
た
様
子
で
し
た
。

　

令
和
２
年
10
月
11
日
（
日
）、
日
本
空
手
道
会
館

で
行
わ
れ
た
公
認
七
段
位
審
査
に
合
格
し
ま
し
た
。

　

以
下
私
の
経
歴
で
す
。

１
９
７
６
年
４
月　

糸
洲
会
日
野
道
場
入
門（
28
歳
）

１
９
８
９
年
11
月　

公
認
四
段
合
位
格
（
41
歳
）

１
９
９
３
年
11
月　

公
認
五
段
位
合
格
（
45
歳
）

２
０
１
１
年
11
月　

公
認
六
段
位
合
格
（
63
歳
）

２
０
１
４
年
６
月　

公
認
全
国
組
手
審
判
員
合
格

（
66
歳
）　

２
０
１
５
年
５
月　

公
認
全
国
形
審
判
員
合
格
（
67

歳
）

２
０
１
５
年
10
月　

公
認
空
手
道
コ
ー
チ
４
合
格

（
67
歳
）

２
０
２
０
年
10
月　

公
認
七
段
位
合
格
（
72
歳
）

　

60
歳
で
定
年
退
職
し
、
少
し
時
間
に
余
裕
が
で
き

た
と
こ
ろ
で
空
手
道
に
打
ち
込
む
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

私
は
他
の
人
に
比
べ
猫
背
で
姿
勢
が
悪
く
、
体
が

硬
く
可
動
範
囲
も
狭
く
、
そ
の
上
他
人
の
５
倍
ぐ
ら

い
稽
古
し
な
い
と
体
が
覚
え
て
く
れ
ま
せ
ん
、
そ
の

事
は
自
分
で
強
く
自
覚
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
旦
決
め
た
事
は
諦
め
ず
努
力
す
る
事

と
、
体
力
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
た
め
腕
立
て
伏
、
腹
筋
は
連
続

１
０
０
回
以
上
、
連
続
で
出
来
ま
す
。

　

七
段
位
は
６
回
目
の
ト
ラ
イ
で
合
格
し
ま
し
た
。

　

何
回
受
け
て
も
合
格
し
な
い
た
め
、
坂
上
宗
家
に

ど
う
す
れ
ば
合
格
す
る
で
し
ょ
う
か
と
相
談
し
ま
し

た
。

　

先
生
は
「
森
谷
は
癖
が
強
い
し
人
の
言
う
事
を
聞

か
な
い
、
姿
勢
が
悪
い
の
で
諦
め
た
方
が
良
い
」
と

言
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
時
は
お
先
真
っ
暗
に
な
り

ま
し
た
。

　

自
分
の
道
は
自
分
で
開
く
、
今
に
見
て
お
れ
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
、
よ
り
稽
古
に
励
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
週
４
回
の
稽
古
と
は
別
に
１
日
自
主
練
習

を
し
て
い
ま
す
。

　

稽
古
日
は
１
時
間
前
に
道
場
に
行
き
道
場
の
清
掃

を
し
て
、
自
分
の
準
備
体
操
を
し
て
体
を
ほ
ぐ
し
て

か
ら
、全
体
稽
古
に
入
り
ま
す
。全
体
稽
古
が
終
わ
っ

て
か
ら
１
時
間
、
自
分
の
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
変
え
ず
続
け
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
空
手
道
大
鑑
と
ビ
デ
オ
で
の
反
復
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
日
野
先
生
、
浅
川
先
生
、

そ
の
他
同
僚
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
素
直
な
気
持
ち
で

受
け
入
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
日
野
先

生
か
ら
習
っ
た
事
は
「
形
の
理
解
度
」「
緩
急
」「
一

致
性
」
で
す
。
手
を
取
り
、
足
を
取
り
丁
寧
に
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。「
我
以
外
皆
我
師
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
、
助
言
さ
れ
た
事
を
納
得
す
る
ま
で

反
復
練
習
を
し
ま
し
た
。

　

学
科
試
験
は
過
去
に
遡
っ
て
徹
底
的
に
勉
強
を

し
ま
し
た
。

　

今
、思
い
返
す
と
宗
家
に
言
わ
れ
た
こ
と
は
「
素

直
な
気
持
ち
で
他
人
の
言
う
こ
と
を
聞
き
な
さ

い
。
自
分
の
弱
点
は
他
人
の
知
恵
を
借
り
な
さ
い
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

70
歳
以
上
で
七
段
に
合
格
し
た
の
は
私
で
２
人

目
だ
と
思
い
ま
す
。
七
段
位
合
格
は
私
に
「
勇
気

と
力
」
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
少
し
遅
咲
き
で

す
が
努
力
す
れ
ば
必
ず
願
い
が
叶
う
事
を
、
身
を

も
っ
て
体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
私
に
と
っ

て
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
す
。

　

空
手
道
は
年
齢
を
重
ね
て
も
で
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
若
い
人
に
空
手
道
を
通
じ
て
希
望
を
与

え
、
励
ま
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
目
標
は
全
国
形
Ａ
審
判
員
資
格
を
取
る
事

で
す
。

　

私
を
七
段
位
合
格
に
導
い
て
く
れ
た
坂
上
宗

家
、
日
野
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
、
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
ひ
た
向
き
に
精
進
し
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
糸
洲
会
の
為
に
尽
く
し
て
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

公
認
七
段
位
に
合
格
し
ま
し
た

全
日
本
空
手
道
連
盟
公
認
７
段
位
の
審
査
会
が
令
和
２
年
10
月
11
日
に
空
手
道
会
館
で
行
わ
れ
、
日
野

支
部
の
森
谷
美
可
先
生
が
見
事
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
11
月
15
日
に
大
阪
府
立
体
育
館
で
行
わ
れ
た
同
審
査
会
に
は
、
山
梨
北
神
館
の
浅
川
信
二
先
生

が
合
格
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
森
谷
美
加
先
生
の
喜
び
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

空手衣の

　山　雅
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令
和
２
年
11
月
29
日
（
日
）
鹿
児
島
市
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
武
道
場

第
15
回
九
州
地
区
交
流
・
第
35
回
糸
洲
会
鹿
児
島
県
空
手
道
選
手
権
大
会

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
・
気
迫
の
闘
志

幼児形気迫の演武
丸 山 壱 成 選 手（ 鴨
池） 選手宣誓木尾優仁 （大崎）

【
形
試
合
個
人
戦
】

◎
幼
児
男
女　

１
位
・
丸
山
壱
成
（
鴨
池
）
２
位
・
鶴
水
寛

大
（
大
崎
）
３
位
・
安
田
貴
彦
（
福
岡
）

◎
小
学
１
・
２
年
男
子　

１
位
・
下
津
慶
史
（
鴨
池
）
２
位
・

徳
侑
月
（
鴨
池
）
３
位
・
簑
田
晴
道
（
鴨
池
）

◎
小
学
３
・
４
年
男
子　

１
位
・
三
島
快
翔
（
鴨
池
）
２
位
・

西
翔
生
（
鴨
池
）
３
位
・
新
村
潤
（
鴨
池
）

◎
小
学
５
・
６
年
男
子　

１
位
・
新
原
勇
希
（
鴨
池
）
２
位
・

町
田
天
佑
（
鴨
池
）
３
位
・
簑
田
暉
國
（
鴨
池
）

◎
高
校
・
一
般　

１
位
・
安
田
雅
彦
（
福
岡
）
２
位
・
山
元

大
樹
（
県
本
部
）
３
位
・
中
間
梨
菜
（
川
内
高
校
）

◎
小
学
１
・
２
年
女
子　

１
位
・
福
田
梨
佳
子
（
豊
川
道
場
）

◎
小
学
３
・
４
年
女
子　

１
位
・
安
田
あ
ゆ
み
（
福
岡
）
２
位
・

髙
橋
優
（
伊
敷
台
）
３
位
・
田
畑
莉
希
（
伊
敷
台
）

◎
小
学
５
・
６
年
女
子　

１
位
・
佐
藤
愛
音
（
伊
敷
台
）

【
組
手
個
人
戦
】

◎
幼
児
男
女　

１
位
・
鶴
水
寛
大
（
大
崎
）
２
位
・
濱
田
流

駒
（
熊
本
）
３
位
・
鍋
迫
陽
茉
莉
（
大
崎
）

◎
小
学
１
・
２
年
男
子　

１
位
・
鍋
迫
海
翔
（
大
崎
）
２
位
・

佐
藤
史
音
（
伊
敷
台
）
３
位
・
坂
本
龍
鵬
（
大
崎
）

◎
小
学
３
・
４
年
男
子　

１
位
・
池
田
光
希
（
伊
敷
台
）
２
位
・

西
翔
生
（
鴨
池
）
３
位
・
牧
之
瀬
蒼
斗
（
鴨
池
）

◎
小
学
５
・
６
年
男
子　

１
位
・
新
原
勇
希
（
鴨
池
）
２
位
・

川
原
礼
也
（
大
崎
）
３
位
・
北
村
颯
真
（
大
崎
）

  

「
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
鹿
児
島
国
体
を
始

め
す
べ
て
の
行
事
が
中
止
に
な
っ
た
が
、
糸
洲
会
大

会
が
開
催
で
き
た
こ
と
は
会
員
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
」。
井
出
俊
郎
会
長
挨
拶
。
そ
し
て
「
コ
ロ
ナ
に

負
け
ず
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
二
分
発
揮
し
正
々

堂
々
戦
い
ま
す
」
と
い
う
木
尾
優
仁
（
糸
洲
会
大
崎
）

の
力
強
い
選
手
宣
誓
の
後
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

◎
中
学
生
男
子　

１
位
・
木
尾
優
仁
（
大
崎
）
２
位
・
鶴
野

勝
也
（
大
崎
）
３
位
・
國
料
拓
斗
（
大
崎
）

◎
一
般　

１
位
・
山
口
弘
晃
（
県
本
部
）
２
位
・
山
口
英
俊

（
県
本
部
）
３
位
・
岩
切
歩
人
（
県
本
部
）

◎
小
学
１
・
２
年
女
子　

１
位
・
小
野
叶
芽
（
大
崎
）
２
位
・

小
野
芽
乃
（
大
崎
）

◎
小
学
３
・
４
年
女
子　

１
位
・
安
田
あ
ゆ
み
（
福
岡
）
２
位
・

田
畑
莉
希
（
伊
敷
台
）
３
位
・
髙
橋
優
（
伊
敷
台
）

◎
小
学
５
・
６
年
女
子　

１
位
・
隈
本
優
羽
奈
（
大
崎
）
２
位
・

小
野
か
な
う
（
大
崎
）

◎
中
学
女
子　

１
位
・
木
尾
夏
萌
（
大
崎
）

【
組
手
団
体
戦
】

◎
小
学
低
学
年
男
子　

１
位
・
大
崎
（
坂
本
龍
鵬
・
鍋
迫
海

翔
・
坂
本
竜
馬
）
２
位
・
伊
敷
台
（
佐
藤
史
音
・
池
田
光
希
・

簑
田
晴
道
）

◎
小
学
高
学
年
男
子　

１
位
・
鴨
池
（
簑
田
暉
國
・
新
原
勇

希
・
平
峰
慶
次
）

◎
小
学
低
学
年
女
子　

１
位
・
伊
敷
台
（
平
峰
莉
乃
愛
・
髙

橋
優
・
田
畑
莉
希
）

◎
小
学
高
学
年
女
子　

１
位
・
大
崎
（
小
野
か
な
う
・
隈
本

優
羽
奈
・
福
田
桃
子
）

◎
中
学
男
子　

１
位
・
大
崎
Ａ
（
鶴
野
勝
也
・
木
尾
優
仁
・

桑
畑
智
貴
・
池
田
藍
二
）

ま
し
た
。

　

今
年
は
参
加
選
手
を
縮
小
し
て
の
開
催
で
し
た
が

今
年
最
初
で
最
後
の
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ
も

よ
り
気
合
が
入
り
大
会
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
試

合
の
合
間
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
選
手
同
士
会
話
を
交

わ
す
な
ど
同
門
の
交
流
も
図
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
は
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
大
会
、
２
０
２
２
年
全
国
中
学
校
空
手
道
大
会

２
０
２
３
年
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」
開
催

が
３
年
間
続
き
ま
す
。

　

年
頭
ま
ず
自
ら
意
気
を
新
た
に
す
べ
し
。
九
州
糸

洲
会
会
員
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
九
州
地
区
会
報
委
員　

井
出
俊
郎
）

参加選手記念撮影

井出俊郎大会会長挨拶



　

気
持
ち
が
優
し
い
長
男
に
、
心
と
身
体
を
強
く
し

て
欲
し
い
、
幼
少
期
か
ら
礼
儀
や
作
法
に
触
れ
、
相

手
の
目
を
見
て
大
き
な
声
で
挨
拶
が
で
き
、
目
上
の

人
に
正
し
い
敬
語
を
つ
か
え
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し

い
と
い
う
想
い
か
ら
空
手
の
体
験
へ
行
き
ま
し
た
。

　

体
験
に
行
く
と
自
分
だ
け
型
が
で
き
な
く
て
シ
ク

シ
ク
と
泣
い
て
し
ま
い
「
家
族
で
一
緒
じ
ゃ
な
い
と

や
り
た
く
な
い
」
と
言
わ
れ
て
家
族
で
入
会
致
し
ま

し
た
。

　

入
会
し
て
か
ら
は
「
絶
対
型
を
覚
え
た
い
！
」
と

 
会
員
の
声

「
日
々
精
進
」　

斉
藤
辰
紀

　

空
手
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
と
て
も
弱
虫
だ
っ

た
僕
を
親
が
心
配
し
て
空
手
教
室
に
連
れ
て
き
て
く

れ
た
こ
と
で
す
。

　

そ
の
当
時
は
た
だ
や
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
が
、

今
で
は
自
分
自
身
で
工
夫
な
ど
し
、
思
う
よ
う
に
体

が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
空
手
を
続
け
て
き
た
こ
と
で
多
く
の
人

に
出
会
え
る
こ
と
が
で
き
、
心
身
と
も
に
鍛
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

伊
敷
台
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　

平
峰
慶
次
（
小
学
６
年
）

空
手
道
を
学
ん
で

　

僕
は
小
学
校
３
年
の
時
に
、「
空
手
は
か
っ
こ
い

い
な
」
と
思
い
伊
敷
台
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

入
団
し
ま
し
た
。

　

空
手
に
入
り
挨
拶
は
「
大
き
な
声
で
自
分
か
ら
先

に
す
る
」「
ハ
イ
と
い
う
大
き
な
声
で
返
事
を
す
る
」

「
履
物
を
揃
え
る
」
な
ど
井
出
師
範
に
厳
し
く
指
導

さ
れ
ま
し
た
。

　

空
手
に
入
る
前
は
ケ
ン
カ
を
し
た
り
ヤ
ン
チ
ャ
で

し
た
が
ケ
ン
カ
も
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
心
の
切
換

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
形
が
好
き
で
技
の

ピ
シ
ッ
と
し
た
キ
レ
が
好
き
で
す
。

　

基
本
の
立
ち
方
、
姿
勢
を
直
し
黒
帯
を
と
る
の
が

目
標
で
す
。
今
年
は
６
年
生
で
キ
ャ
プ
テ
ン
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
道
場
だ
け
で
な
く
、
学
校
で
も
人
間
と

し
て
み
ん
な
の
お
手
本
に
な
り
、
団
の
み
ん
な
を
ま

家
族
で
黒
帯
目
指
し
て

　

こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
試
合
で
活
躍
し
て
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
精
進
し
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
指
導
者
と
し
て
」　

斉
藤
紀
里
香

　

空
手
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
小
学
２
年
生
の
時

に
ア
ニ
メ
の
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」
に
出
て
く
る
毛
利

蘭
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
み
て
、
自
分
も
強
く
な

り
た
い
と
思
い
、や
り
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

始
め
た
と
き
は
、
う
ま
く
な
れ
る
か
不
安
で
し
た

が
、
才
脇
師
範
や
八
島
師
範
の
指
導
の
も
と
、
大
変

な
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
お
か
げ

で
今
の
自
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す

　

今
後
も
空
手
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
お
兄
ち
ゃ
ん
に
勝
つ
！
」
斉
藤
樹
紀

 　

僕
は
小
さ
い
時
か
ら
い
つ
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
姉

ち
ゃ
ん
の
空
手
の
練
習
や
試
合
を
見
に
行
っ
て
い
た

の
で
、
小
学
生
に
な
っ
て
迷
う
こ
と
な
く
空
手
を
始

め
ま
し
た
。

　

最
初
は
じ
っ
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
よ
く
先

生
や
親
に
怒
ら
れ
て
た
け
ど
、
い
っ
ぱ
い
練
習
し
て

小
学
二
年
生
の
時
、
関
西
大
会
で
初
め
て
優
勝
で
き

て
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
い
っ
ぱ

い
褒
め
て
も
ら
え
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
っ
と
空
手
の
練
習
を
し
て
、
い
つ
か
憧

れ
の
お
兄
ち
ゃ
ん
に
勝
っ
て
「
参
り
ま
し
た
」
と
言

わ
せ
た
い
で
す
。

昌
武
館

　
　
　

橋
口
慎
太
郎
（
父
）

　
　
　
　
　
　

桃
子
（
母
）

　
　
　
　
　
　

大
地
（
５
歳
）

　
　
　
　
　
　

大
和
（
３
歳
）

吹
田
青
少
年
空
手
道
教
室

　
　
　

斉
藤
辰
紀
（
大
学
生
）

　
　
　
　

紀
里
香
（
大
学
生
）

　
　
　
　
　

樹
紀
（
小
学
４
年
）

拳
志
舘
吉
川

　
　
　

大
下
桜
愛
（
小
学
６
年
）

私
の
目
標

　

私
は
、
５
歳
の
こ
ろ
か
ら
空
手
を
や
っ
て
い
て
、

今
年
で
７
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

私
の
目
標
は
優
勝
す
る
こ
と
で
す
が
、
な
か
な
か

試
合
で
メ
ダ
ル
を
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
せ
ん

北
海
道
支
部　

常
明
館

　
　
　

菊
川
柚
菜
（
小
学
２
年
）

　
　
　
　
　

陽
向　
　
（
年
長
）

　
　
　
　
　

真
心　
　
（
年
少
）

姉
妹
弟
の
三
人
で

    

空
手
が
楽
し
い

「
空
手
を
や
り
た
い
‼
」
と
お
母
さ
ん
に
頼
ん
で
、

始
め
て
か
ら
も
う
少
し
で
２
年
に
な
り
ま
す
。
私
の

道
場
に
は
憧
れ
る
黒
帯
の
お
姉
さ
ん
た
ち
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。

　

優
し
く
て
と
て
も
か
っ
こ
い
い
で
す
。
私
も
少
し

で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
た
く
さ
ん
練
習
を
し
て
、
い

つ
か
黒
帯
を
取
り
た
い
で
す
。

　

あ
さ
み
先
生
!!　

も
っ
と
も
っ
と
厳
し
い
練
習
を

お
願
い
し
ま
す
!!
（
菊
川
柚
菜
）

　

僕
は
柚
菜
の
空
手
に
つ
い
て
行
く
う
ち
に
「
空
手

を
や
り
た
い
‼
」
と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
型
は
難

し
い
け
ど
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

大
会
で
は
ま
だ
ひ
と
つ
し
か
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
練
習
を
し
て
強
く
な

り
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、「
礼
」
と
「
あ
い
さ
つ
」
が
し
っ
か
り

で
き
る
、
か
っ
こ
い
い
男
に
な
り
た
い
で
す
。（
菊

川
陽
向
）

　

私
は
空
手
と
あ
さ
み
先
生
と
益
塚
先
生
が
大
好
き

で
す
。

　

空
手
の
稽
古
の
日
が
来
る
の
が
い
つ
も
楽
し
み
で

す
。（
菊
川
真
心
）

本
人
の
希
望
か
ら
、
自
宅
で
も
基
本
型
の
動
画
を
見

な
が
ら
何
度
も
確
認
し
、
自
分
で
ノ
ー
ト
に
書
い
て

練
習
を
始
め
ま
し
た
。

　

入
会
し
て
か
ら
３
ヶ
月
経
ち
現
在
で
は
基
本
型

三
、
平
安
型
も
三
段
ま
で
習
得
致
し
ま
し
た
。

「
空
手
が
楽
し
い
！
家
族
で
一
番
最
初
に
黒
帯
に
な

る
の
は
僕
だ
よ
！
」
と
目
を
輝
か
せ
て
話
す
姿
に
親

と
し
て
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

空
手
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
て
自
信
を

つ
け
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
長
い
道
の
り
で

す
が
家
族
で
黒
帯
に
な
れ
る
日
ま
で
精
進
し
て
い
き

た
い
で
す
。

防
止
の
た
め
、
た
く
さ
ん
の
試
合
が
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

で
す
が
、
そ
の
中
で
も
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り

行
っ
て
、
空
手
の
練
習
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

な
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
に
感
謝
し
て
、
自
分
の

目
標
に
向
け
、
一
生
け
ん
命
が
ん
ば
っ
て
、
来
年
や

再
来
年
の
試
合
で
は
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

と
め
て
い
き
ま
す
。

８９



拳
志
舘
八
本
松

　
　
　
　

宮
本
竜
真
（
中
学
３
年
生
）

こ
れ
か
ら
も
‼

　
　

成
長
と
挑
戦
を

　

僕
は
、
小
学
一
年
生
か
ら
空
手
を
始
め
ま
し
た
。

先
生
や
仲
間
と
楽
し
く
稽
古
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
勝
ち
進
み
、
入
賞
し
た
時
の
喜
び
は
何
よ

り
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

　

時
に
は
、
試
合
で
思
う
よ
う
に
身
体
が
動
か
ず
、

負
け
て
し
ま
い
、
悔
し
く
て
苛
立
っ
た
経
験
も
た
く

さ
ん
し
て
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
気
持
ち
を
強
く
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、小
学
６
年
生
で
初
段
に
合
格
し
、先
生
か
ら
贈
っ

て
い
た
だ
い
た
黒
帯
を
し
め
た
時
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

　

今
で
は
、
よ
り
強
い
選
手
と
練
習
や
試
合
で
き
る

こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
心
身
と
も
に
成
長
し
、
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
安
支
部

　
　
　
　

赤
羽
悠
空
（
中
学
１
年
）

秋
季
昇
段
審
査
会

　
　
　
　

を
終
え
て

　

僕
は
年
長
か
ら
空
手
を
は
じ
め
、
黒
帯
を
取
る
こ

と
を
目
標
に
ず
っ
と
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昇
段
審
査
に
向
け
て
の
稽
古
で
は
、
自
分
の
悪
い

癖
を
直
す
た
め
に
型
を
何
度
も
打
ち
直
し
て
確
認
す

る
こ
と
が
と
て
も
大
変
で
し
た
。

　

審
査
会
場
は
ピ
リ
ッ
と
し
た
空
気
で
、
と
て
も
緊

張
し
た
け
ど
、
本
番
は
集
中
し
て
い
つ
も
通
り
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
組
手
の
審
査
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
次
に
向
け
て
さ
ら
に

稽
古
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

い
つ
も
優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
教
え
て
下
さ
っ

た
齋
藤
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
空
手
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

飯
森
恵
さ
ん

　

27
歳
の
時
、
空
手
道
を
再
開
し
た
い
と
思
い
、
小

（
会
報
運
営
委
員
）

さ
な
二
人
の
子
供
を
連
れ
て
入
門
を
お
願
い
し
た
の

が
現
在
の
道
場
で
す
。厳
し
い
中
に
も
、ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

道
場
の
皆
さ
ん
、
家
族
の
協
力
も
あ
り
、
子
連
れ

で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

35
歳
の
時
、阪
神
大
震
災
を
経
験
。
家
が
全
壊
し
、

他
県
に
避
難
。
半
年
間
、
練
習
を
中
断
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
仕
事
、
街
づ
く
り
、
子
育
て
と
、
人
生

で
一
番
き
つ
い
時
期
で
し
た
が
、
週
１
回
の
道
場
通

い
が
、
な
ぜ
か
楽
し
く
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

  

「
な
ぜ
、
空
手
を
や
っ
て
い
る
の
か
」
と
考
え
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
、「
好
き
だ
か
ら
」
と

い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　

教
え
る
立
場
に
な
る
と
、
好
き
だ
と
か
楽
し
い
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ん
な
に
夢
中
に
な
っ
て

空
手
道
に
打
ち
込
め
る
時
期
を
与
え
て
く
れ
た
道
場

（
先
生
方
）
に
対
し
て
、
今
は
恩
返
し
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
娘
の
出
産
、
田
舎
の
両
親
の
通
院
な
ど
で

道
場
を
空
け
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。が
、

他
の
師
範
、
指
導
者
に
甘
え
て
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
、
道
場
通
い
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

飯
森 

恵
さ
ん

　こ
の
度
、会
報
運
営
委
員
で
も
あ
る「
飯
森
恵
」さ
ん
が
糸
洲
会
七
段
位
に
合
格
さ
れ
ま
し
た
。
結
婚
、子
育
て
、

仕
事
、
そ
し
て
空
手
道
と
の
両
立
、
誰
も
が
真
似
で
き
る
ほ
ど
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、「
２
０
２
１
年
を
ど
う
読
み
解
く
か
」
な
ど
、
大
胆
な
課
題
を
会
報
委
員
長
に
投
げ
か
け
る
知
性
豊
か

な
女
性
で
す
。
そ
の
素
顔
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。（
会
報
委
員
長　

林　

開
作
）

フ
ォ
ー
カ
ス

こ
の
人
に
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

芦屋空手道協会所属　修行歴 34 年

—
—

　

ま
ず
は
ご
本
人
に
聞
き
ま
す
。
空
手

道
を
長
く
続
け
ら
れ
た
理
由
は
？

―
―　

次
に
先
生
に
聞
き
ま
す
。
師
か
ら
見
た

飯
森
さ
ん
の
印
象
は
？

髙
橋
誠
彦
師
範

　

こ
の
度
、
高
段
位
に
挑
戦
し
合
格
し
た
こ
と
、
心

よ
り
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
飯
森
さ
ん
は
わ
れ
わ
れ
の

会
の
た
め
に
も
色
々
努
力
を
し
て
お
り
、
力
強
い
仲

間
の
一
人
で
す
。
糸
洲
会
の
た
め
に
も
が
ん
ば
っ
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
会
報
委
員
長
の
絶
賛
の
お
言
葉
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

―
―　

お
友
達
に
聞
き
ま
す
。
仲
間
か
ら
見
た

印
象
は
？

岸
本
延
幸
六
段

　

飯
森
先
生
は
、
技
術
に
対
し
て
の
研
究
心
が
素
晴

ら
し
い
方
で
す
。

　

ご
自
身
も
講
習
会
な
ど
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
新

し
い
技
術
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
審
判
と
し
て
も
様
々
な
大
会
に
行
か
れ
て

い
る
の
で
、
私
も
含
め
、
選
手
は
よ
く
試
合
前
に
飯

森
先
生
に
動
き
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

道
場
で
の
稽
古
や
運
営
面
に
関
し
て
、
若
手
の
意

見
を
よ
く
聞
い
て
く
だ
さ
り
、
指
導
や
企
画
な
ど
で

も
若
手
を
積
極
的
に
起
用
し
て
任
せ
て
く
だ
さ
い
ま

す
が
、
そ
の
裏
で
は
色
々
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
指
導
者
と
し
て
、
と
て
も
大
切
な
要
素

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
空
手
道
修
行
者
と
し
て
も
、

指
導
者
と
し
て
も
大
変
尊
敬
し
て
お
り
ま
す
。　
　

―
―　

最
後
に
後
輩
か
ら
見
た
印
象
は
？

片
山
英
子
三
段

　

空
手
に
常
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
る
、
素
敵
な

人
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―　

皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
飯
森
さ
ん
の
素
顔
が
か
い
ま
見
え
た

よ
う
で
す
。こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

保
土
ヶ
谷
支
部

　
　
　
　
　

岩
渕　

海
（
小
学
４
年
）

で
き
る
こ
と
を

　
　
　

し
っ
か
り
と

　

ぼ
く
は
５
歳
か
ら
空
手
を
始
め
ま
し
た
。
同
じ
学

校
の
友
達
も
や
っ
て
い
た
の
で
い
つ
も
楽
し
く
練
習

が
で
き
ま
し
た
。

　

去
年
の
県
大
会
で
負
け
て
し
ま
い
と
て
も
く
や
し

く
て
た
く
さ
ん
練
習
を
し
て
１
月
の
横
浜
市
大
会
で

は
組
手
で
優
勝
で
き
ま
し
た
。

　

２
月
の
糸
洲
の
東
日
本
大
会
も
ぜ
っ
た
い
優
勝
す

る
と
い
う
気
持
ち
で
し
あ
い
を
し
た
ら
、
み
ん
な
の

応
援
も
力
に
な
っ
て
組
手
の
団
体
戦
で
銀
、
個
人
戦

で
金
メ
ダ
ル
が
取
れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
は
コ
ロ
ナ
で
あ
ま
り
大
会
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

い
ま
、
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
や
り
、
練
習
を
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

保
土
ヶ
谷
支
部

　

矢
ヶ
部
敢
太
郎
（
小
学
１
年
）

黒
帯
め
ざ
し
て

　

ぼ
く
は
年
中
か
ら
空
手
を
始
め
ま
し
た
。
お
姉

ち
ゃ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
が
空
手
を
や
っ
て
い
た
か
ら

ぼ
く
も
や
り
た
く
て
習
い
始
め
ま
し
た
。

　

最
初
は
怖
く
て
泣
い
ち
ゃ
っ
た
り
、
型
が
で
き
な

く
て
く
や
し
か
っ
た
で
す
。
師
範
や
先
輩
に
た
く
さ

ん
教
え
て
も
ら
っ
て
、
で
き
る
こ
と
が
ふ
え
て
楽
し

く
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
大
会
に
出
た
時
は
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

練
習
を
し
た
け
ど
、
型
は
１
回
戦
で
負
け
て
し
ま
っ

て
、
組
手
は
決
勝
戦
で
負
け
て
と
て
も
く
や
し
か
っ

た
で
す
。

　

大
会
の
後
、
も
っ
と
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
く
て

い
っ
ぱ
い
練
習
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
糸
洲
会
の
東

日
本
大
会
に
出
て
、
今
度
は
絶
対
負
け
な
い
と
い
う

気
持
ち
で
ぶ
つ
か
っ
て
優
勝
す
る
こ
と
で
き
ま
し

た
。
先
輩
や
友
達
も
み
ん
な
応
援
し
て
く
れ
た
の
で

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
練
習
を
続
け
て
黒
帯
を
め

ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
。

 
会
員
の
声
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特
別
寄
稿

空
手
の
技
術
指
導
に
つ
い
て
考
え
る

拳志舘益田支部　
　羽部千敏

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
稽
古
が
で
き
な
い

日
が
続
い
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
休
み
を
利
用
し
て
基
本
的

な
身
体
の
仕
組
み
や
使
い
方
を
学
び
直
し
、
空
手
の
技

術
指
導
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

１
．
論
理
的
説
明
の
不
足

　

自
分
自
身
の
反
省
も
含
め
て
な
の
で
す
が
、
基
本
的

な
身
体
の
仕
組
み
や
使
い
方
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
勉

強
し
て
み
て
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
の
は
、
空
手
の
指
導

は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
比
べ
、
関
節
の
動
き
や
筋
肉
の
役

割
と
い
っ
た
解
剖
学
や
運
動
力
学
の
視
点
か
ら
、
技
術

を
論
理
的
に
説
明
す
る
と
い
う
点
が
不
足
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

自
分
の
指
導
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、「
肩
の
力
を
抜

い
て
」「
脇
を
締
め
て
」「
腰
を
落
と
し
て
」
な
ど
と
い
っ

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
よ
く
す
る
の
で
す
が
、
な
ぜ
そ
う
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
、
で
き
な
い
原
因
は
何
な
の
か
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
，
具
体

的
に
説
明
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

　

教
え
方
が
抽
象
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
受
け
取
り
側

の
感
覚
で
良
く
も
悪
く
も
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
の

で
す
。

　

感
覚
や
イ
メ
ー
ジ
先
行
の
指
導
だ
け
で
は
，
相
手
に

理
解
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
指
導
者
は
何
よ
り
も

ま
ず
理
想
の
動
作
を
し
っ
か
り
と
研
究
し
、
そ
の
技
術
を

論
理
的
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

２
．
解
剖
学
的
理
解
の
重
要
性

　

運
動
セ
ン
ス
の
あ
る
人
は
、
基
本
的
な
身
体
の
仕
組
み

や
使
い
方
を
知
ら
な
く
て
も
，
そ
れ
な
り
の
こ
と
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
が
、
人
に
教
え
る
と
な
る
と
話
は
違
い
ま

す
。

　

自
分
で
や
っ
て
み
て
上
手
く
い
っ
た
と
き
の
感
覚
を
押

し
付
け
て
も
、
教
わ
る
側
が
そ
の
感
覚
を
共
有
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
正
し
い
と
思
い
込
ん
で
教
え
て

い
た
感
覚
が
、
後
に
な
っ
て
勘
違
い
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

武
術
的
な
動
き
は
身
体
の
内
部
の
動
か
し
方
を
重
視
す

る
の
で
、
自
ら
の
感
覚
を
探
り
な
が
ら
コ
ツ
を
捉
え
る
こ

と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
最
終
的
に
起
き
る
の
は
物

理
現
象
で
す
。
自
然
の
法
則
を
理
解
し
て
は
じ
め
て
武
術

的
な
動
き
も
理
解
で
き
ま
す
。　

自
分
の
身
体
が
ど
ん
な

造
り
に
な
っ
て
い
て
、
ど
ん
な
風
に
動
く
の
か
、
技
術
の

根
本
と
な
る
身
体
の
構
造
や
機
能
を
解
剖
学
的
に
理
解
す

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

３
．
主
観
と
客
観
の
ず
れ

　

自
分
が
理
想
と
す
る
フ
ォ
ー
ム
を
描
い
た
と
し
て
も
、

実
際
に
は
そ
の
よ
う
に
動
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
分

の
や
ろ
う
と
し
た
動
作
と
実
際
の
動
き
は
違
う
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

関
西
大
学
人
間
健
康
学
部
教
授
の
小
田
伸
午
先
生
は
、

著
書
「
一
流
選
手
の
動
き
は
な
ぜ
美
し
い
の
か
」
の
中
で
、

こ
の
こ
と
を
「
主
観
と
客
観
の
ず
れ
」
と
い
う
考
え
方
で

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
観
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
の
で
、
指
導
者
の
持
つ
感
覚

と
教
わ
る
側
の
感
覚
は
同
じ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
，
指
導
者
は
そ
の
動
作
の
や
り
方
や
考
え
方
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
教
わ
る
側
も

指
導
者
の
意
図
を
理
解
し
よ
う
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

言
葉
で
は
説
明
し
に
く
い
感
覚
的
な
こ
と
で
も
、
物
理

学
や
運
動
力
学
の
視
点
か
ら
根
拠
を
示
し
て
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
教
わ
る
側
も
同
じ
動
き
を
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

４
．
ト
レ
ー
ナ
ー
的
知
識
を
身
に
付
け
る

　

ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
さ
れ
た
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
陸
上

な
ど
の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
動
画
を
見
て
み
る

と
、
解
剖
学
や
運
動
力
学
の
視
点
か
ら
解
説
さ
れ
て
お
り
、

納
得
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。　

し
か
し
、
空
手
の

場
合
は
、
身
体
の
仕
組
み
や
使
い
方
と
い
っ
た
本
質
的
な

中
身
を
学
べ
る
場
が
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

型
の
稽
古
も
表
面
的
な
形
（
か
た
ち
）
だ
け
を
真
似
し

て
い
る
だ
け
で
は
、
本
来
の
空
手
の
技
術
か
ら
は
外
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
あ
い
ま
い
な
理
解
の
ま
ま
教
え
る
の
で
な

く
、
技
術
的
に
身
体
の
内
部
が
こ
う
い
う
動
き
を
し
て
、

物
理
的
に
こ
う
い
う
動
き
を
し
た
と
き
に
こ
の
結
果
が
出

る
、
だ
か
ら
こ
う
さ
せ
る
べ
き
だ
。
と
い
う
こ
と
が
明
確

に
な
っ
て
い
な
い
と
、
技
術
の
本
質
的
な
中
身
ま
で
を
教

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

科
学
的
な
根
拠
を
知
っ
た
う
え
で
説
明
す
る
の
と
，
知

ら
な
い
で
説
明
す
る
の
は
全
然
違
い
ま
す
。　

空
手
の
指

導
者
も
他
の
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
に
解
剖
学
的
視
野
を
持
っ

た
ト
レ
ー
ナ
ー
的
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
指
導

の
引
き
出
し
を
増
や
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

５
．
理
想
的
な
稽
古

　

年
齢
を
重
ね
て
い
く
に
つ
れ
、
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
稽
古
を

し
て
い
て
新
た
な
気
付
き
が
な
い
と
、
稽
古
そ
の
も
の

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

継
続
す
る
た
め
に
は
継
続
で
き
る
だ
け
の
魅
力
を
自

分
で
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

指
導
者
は
一
つ
一
つ
の
動
き
を
解
剖
学
や
運
動
力
学
の

視
点
か
ら
、論
理
的
に
説
明
す
る
。そ
し
て
教
わ
る
側
は
、

そ
の
論
理
を
自
ら
の
動
作
の
中
に
落
と
し
込
ん
で
分
析

的
に
自
分
の
稽
古
を
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
教
え

る
側
も
教
わ
る
側
も
お
互
い
に
毎
日
少
し
で
も
練
度
を

上
げ
て
い
く
。

　

こ
れ
が
大
人
の
理
想
的
な
稽
古
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

６
．
ま
と
め

　
　

空
手
の
技
術
指
導
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
せ

ん
。
教
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
教
わ
る
側
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
す
が
、
指
導
者
は
、
得
て
し
て
教
え

た
の
に
で
き
な
い
の
は
、
教
わ
る
側
の
能
力
・
理
解
力

に
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。「
悪
い
と

こ
ろ
を
指
摘
し
て
い
る
だ
け
で
，教
え
た
つ
も
り
に
な
っ

て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
空
手
の
技
術
指
導
に
つ
い
て
、
科
学
的
視

点
か
ら
私
な
り
に
感
じ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
空
手
道
は
単
に
技
術
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
技
術
の
な
い
空
手
は
空
手
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
効
率
の
よ
い
稽
古
を
す
る
た
め
に
は
、
理
に

か
な
っ
た
身
体
の
使
い
方
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
技
術
研
修
会
等
を
通
し
て
気
付
き
を

共
有
し
、
空
手
の
技
術
の
本
質
を
追
求
す
る
こ
と
を
常

に
意
識
し
な
が
ら
、
日
々
の
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
11
月
３
日
（
火
・
祝
）

森
口
貞
央
師
範
、
勲
章
を
授
与
さ
れ
る

　

本
会
監
事
で
あ
ら
れ
る
、
新
誠
館
桜
井
代
表
の
森

口
貞
央
師
範
に
勲
章
（
瑞
宝
単
光
章
）
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

森
口
師
範
は
民
間
会
社
に
勤
務
後
、
昭
和
50
年
よ

り
奈
良
県
警
察
官
と
し
て
35
年
間
勤
務
さ
れ
、
長
年

に
渡
る
危
険
業
務
従
事
者
と
し
て
叙
勲
さ
れ
ま
し

た
。

　

空
手
道
に
つ
い
て
は
、
他
流
派
で
修
練
を
積
ま
れ

た
の
ち
、
平
成
４
年
４
月
に
日
本
空
手
道
糸
洲
会
体

誠
塾
に
入
門
、
体
誠
塾
桜
井
支
部
と
し
て
活
動
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
19
年
１
月
に
新
誠
館
桜
井
を
設
立
さ
れ
、
青

少
年
の
指
導
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
る
ほ
か
、
日
本
空

森口貞央師範

令
和
２
年
10
月
25
日(

日)

芦
屋
市

小
谷
民
昭
先
生
、
偲
ぶ
会
開
催

　

令
和
２
年
10
月
25
日
夜
、
芦
屋
空
手
道
協
会
最
年

長
の
中
田
先
生
が
発
起
人
に
な
り
、
急
遽
、
小
谷
民

昭
先
生
の
偲
ぶ
会
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

場
所
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
練
習
後
、
指
導
者
行
き

つ
け
の
、
思
い
出
の
た
こ
焼
き
屋
さ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
店
の
広
さ
に
合
わ
せ
て
参

加
者
を
募
り
、
最
大
人
数
を
設
定
。

　

指
導
者
、練
習
生
の
有
志
13
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

宮
川
教
室
が
作
成
し
た
写
真
集
（
写
真
中
央
）
を
、

ゆ
っ
く
り
回
覧
し
な
が
ら
、
小
谷
先
生
の
思
い
出
話

を
し
ま
し
た
。

　

今
で
も
小
谷
先
生
の
名
前
が
出
る
と
、
涙
ぐ
む
女

性
指
導
者
も
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
芦
屋
空
手
道
協
会
の
会
員
が
集
ま
る

度
に
、「
偲
ぶ
会
」
に
な
り
そ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
芦
屋
空
手
道
協
会　

飯
森
恵
）

偲ぶ会に集まった 13 名の有志たち。
写真集（写真中央）を囲んで思い出話に花を咲かせる

手
道
糸
洲
会
監
事
、
桜
井
市
空
手
道
連
盟
会
長
、
奈

良
県
空
手
道
連
盟
常
任
理
事
・
渉
外
委
員
会
副
委
員

長
・
倫
理
委
員
会
委
員
な
ど
数
々
の
要
職
に
つ
い
て

お
ら
れ
空
手
道
の
発
展
に
尽
力
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
糸
洲
会
事
務
局
長　

柏
木
吉
治
）

令
和
２
年
９
月
29
日
（
火
）
南
島
原
市
加
津
佐
中
学
校

石
江
道
場
長
、
薬
物
乱
用
防
止
授
業
で
講
師
を
努
め
る

　

令
和
２
年
９
月
29
日
（
火
）、
長
崎
県
南
島
原
市

加
津
佐
中
学
校
に
て
、
空
手
道
で
の
青
少
年
健
全
育

成
と
同
じ
く
、
薬
物
乱
用
防
止
教
育
講
師
認
定
員
と

し
て
、
石
江
道
場
・
石
江
昌
史
道
場
長
が
薬
物
乱
用

防
止
授
業
で
中
学
校
の
３
年
生
を
対
象
に
講
師
を
努

め
ま
し
た
。

　

麻
薬
、
覚
醒
剤
、
大
麻
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
は
、

私
た
ち
の
体
に
害
を
も
た
ら
す
非
常
に
危
険
な
薬
物

で
す
。

　

現
在
、
全
国
的
に
10
代
か
ら
20
代
の
若
年
層
を
中

心
に
大
麻
の
乱
用
が
急
増
し
、
薬
物
乱
用
の
広
が
り

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
物
乱
用
は
『
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
！
』
を
合
言
葉

に
、
生
徒
さ
ん
た
ち
も
真
剣
に
話
を
聞
き
、
危
険
性

を
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

薬
物
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
薬

物
乱
用
の
な
い
社
会
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
九
州
地
区
会
報
委
員　

井
出
俊
郎
）
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令
和
２
年
10
月
25
日
（
日
）
芦
屋
市
立
体
育
館

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
武
道
演
武
会
に
参
加

　

コ
ロ
ナ
の
為
、
３
月
１
日
か
ら
延
期
さ
れ
て
い
た

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
武
道
演
武
会
」
が
令
和
２
年
10
月

25
日
（
日
）
18
：
00
～
19
：
00
、
芦
屋
市
立
体
育
館
、演武会ポスター

基本演武

中学生によるバッサイ大

公相君大

平安五段

青
少
年
セ
ン
タ
ー
１
階
剣
道
場
、
柔
道
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
の
Ｓ
＆
Ｎ
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

芦
屋
の
職
員
か
ら
お
声
か
け
い
た
だ
き
、
芦
屋
空
手

協
会
か
ら
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
11
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

県
障
害
者
空
手
道
部
会
（
空
手
道
播
磨
）、
芦
屋

市
少
林
寺
拳
法
協
会
の
迫
力
あ
る
演
武
に
続
き
、
芦

屋
空
手
協
会
が
、基
本
と
型
演
武
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

合
計
３
団
体
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
演
武
会
に
参
加
す
る
こ
と
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
、
他
の
武
道
、
パ
ラ
空
手
を
知
る
、
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
関
西
地
区
会
報
委
員　

飯
森
恵
）

平安二段

小学生によるバッサイ大 セイエンチン

ローハイ

令
和
２
年
11
月　

横
須
賀
支
部

活
動
紹
介
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作
成

光瞬 & 星空

　

令
和
２
年
11
月
、
元
ス
ポ
ー
ツ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
会

員
様
の
ご
協
力
で
、
横
須
賀
支
部
の
活
動
紹
介
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
カ
メ
ラ
を
前
に
、
ち
ょ
っ
と
照
れ
な
が

ら
も
バ
シ
ッ
と
技
を
決
め
る
道
場
生
た
ち
。

YouTube サムネイル 智咲

令
和
２
年
11
月
３
日
（
火
・
祝
）　

日
本
空
手
道
会
館

関
東
地
区　

秋
季
段
位
審
査
会
を
実
施

感染防止対策をとっての開催

　

関
東
地
区
秋
季
段
位
審
査
会
が
東
京
・
日
本
空
手

道
会
館
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

大
き
な
行
事
が
延
期
・
中
止
さ
れ
る
中
、
日
本
空
手

道
連
合
会
関
東
地
区
の
行
事
と
し
て
も
久
し
ぶ
り
に

行
わ
れ
た
催
し
で
す
。

　

参
加
者
は
連
絡
先
確
認
書
の
提
出
や
マ
ス
ク
着
用

等
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
会
派
の
入
場
は
審
査
員

３
名
以
内
し
か
認
め
な
い
、
フ
エ
イ
ス
シ
ー
ト
も
着

用
す
る
こ
と
な
ど
を
義
務
づ
け
て
の
開
催
で
し
た
。

糸
洲
会
の
受
験
者
は
25
名
。

　

組
手
は
行
わ
れ
ず
に
型
の
審
査
の
み
に
な
り
ま
し

た
が
、
昇
段
審
査
既
定
の
指
定
型
と
修
得
型
を
一
人

ず
つ
緊
張
し
な
が
ら
演
武
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
最
後
に
、
坂
上
会
長
か
ら
、「
指
定
型
の

バ
ッ
サ
イ
大
や
セ
イ
エ
ン
チ
ン
を
行
う
時
、
立
ち
方

や
方
向
が
し
っ
か
り
一
致
し
て
い
な
い
と
、
開
始
場

所
と
終
了
場
所
が
ず
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
日
の
受

験
者
に
は
ず
れ
て
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
人
が
結

構
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
基
本
を
大
事
に
練

習
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
関
東
地
区
編
集
委
員　

名
古
屋
尚
也
）

令
和
２
年
11
月
７
日
（
日
）
～
８
日
（
月
）
宮
崎
県
立
武
道
館
（
ひ
な
た
武
道
館
）

第
40
回
全
九
州
高
等
学
校
空
手
道
新
人
大
会

写真後列３人目國料和奏

　

第
40
回
全
九
州
高
等
学
校
空
手
道
新
人
大
会
が
11

月
８
日
～
９
日
宮
崎
県
立
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
女

子
団
体
組
手
で
糸
洲
会
大
崎
道
場
出
身
の
國
料
和
奏

選
手
が
所
属
し
て
い
る
宮
崎
第
一
高
校
が
優
勝
し
、

２
０
２
１
年
３
月
23
日
～
26
日
東
京
で
開
催
さ
れ
る

全
国
高
校
選
抜
大
会
の
出
場
が
決
定
し
た
。

　

國
料
は
小
学
４
年
生
で
糸
洲
会
大
崎
（
鮫
島
光
一

支
部
長
）
に
入
門
し
中
学
生
の
時
は
連
合
会
九
州
地

区
大
会
で
優
勝
、
連
合
会
全
国
大
会
、
全
国
中
学
校

大
会
に
出
場
す
る
な
ど
順
当
に
成
長
し
高
校
は
名
門

宮
崎
第
一
高
校
に
進
学
し
た
。

　

恩
師
で
あ
る
鮫
島
光
一
支
部
長
は
「
体
調
管
理
に

気
を
付
け
ぜ
ひ
優
勝
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

全
国
大
会
に
向
け
「
九
州
新
人
大
会
で
は
個
人
で

結
果
を
残
せ
ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
そ
の
悔
し
さ

を
バ
ネ
に
全
国
大
会
で
は
団
体
優
勝
で
き
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
今
ま
で
以
上
に
練
習
に
励
み
ま
す
」

と
決
意
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
九
州
地
区
会
報
委
員　

井
出
俊
郎
）

　

パ
シ
パ
シ
パ
シ
っ
と
連
写
さ
れ
る
と
、
皆
真
剣
な

表
情
で
、と
て
も
素
晴
ら
し
い
写
真
が
出
来
ま
し
た
。

　

一
生
懸
命
な
稽
古
シ
ー
ン
や
楽
し
い
思
い
出
と
共

に
動
画
に
編
集
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
やYouTube

で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
保
護
者
の
方
の
見
学
を
遠
慮
し
て
も

ら
っ
て
い
る
為
、
頑
張
っ
て
稽
古
し
て
い
る
姿
を
お

見
せ
で
き
ず
残
念
で
す
が
、
皆
の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト

の
数
々
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

YouTube

のU
RL

を
添
付
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
一
同　

強
く
健
や
か
な
心
技

体
目
指
し
て
一
層
精
進
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
横
須
賀
支
部
長　

長
瀬
裕
季
子
）
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令
和
２
年
10
月
４
日　

北
海
道
支
部

坂
上
宗
家
来
道　

指
導
賜
る

宗家の指導

　

去
る
令
和
２
年
10
月
４
日(

日)

に
糸
洲
会
北
海

道
支
部　

常
明
館
に
初
め
て
坂
上
宗
家
が
来
道
さ
れ

ま
し
た
。

　

１
日
限
り
の
宗
家
に
よ
る
ご
指
導
で
し
た
が
、
糸

洲
流
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
基
本
、
型
な
ど
に
つ
い

て
多
く
の
技
術
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
支
部
全
員
の
参

坂上宗家と荒先生と

17

２
年
11
月
22
日
（
日
）　

大
阪
府
立
門
真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

第
41
回
門
真
市
空
手
道
選
手
権
大
会
を
開
催

　

令
和
２
年
11
月
22
日（
日
）、体
誠
塾
グ
ル
ー
プ（
門

真
地
区
）
の
所
属
す
る
、
門
真
市
空
手
道
協
会
主
催

で
第
41
回
門
真
市
空
手
道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
各
地
の
大
会
が
中
止
に
な
る

中
、
で
き
る
限
り
の
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
を
し
て
子
ど

も
た
ち
に
試
合
を
経
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
後
援
団
体
で
あ
る
門
真
市
・
門
真
市
教
育
委

員
会
・
大
阪
府
空
手
道
連
盟
並
び
に
大
会
会
場
で
あ

る
大
阪
府
立
門
真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
、
感
染
予

防
に
関
す
る
協
議
を
重
ね
大
会
実
現
に
結
び
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
実
現
に
向
け
て
、
９
月
か
ら
感
染
予
防
を
し

な
が
ら
の
練
習
試
合
を
重
ね
試
合
の
仕
方
な
ど
を
研

形試合でもマスクをつけて

究
し
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
声
を
出
し
て
応
援
し

な
い
な
ど
応
援
の
仕
方
も
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

大
会
当
日
は
、
小
学
生
は
２
学
年
ご
と
に
時
間
帯

を
分
け
て
実
施
し
、
形
、
組
手
と
も
に
個
人
戦
の
み

で
コ
ー
ト
サ
イ
ド
に
２
ｍ
間
隔
で
並
べ
た
椅
子
に
座

り
、自
分
の
試
合
を
待
つ
か
た
ち
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

形
競
技
で
は
、
幼
児
・
小
学
生
の
部
は
フ
ラ
ッ
グ

方
式
で
行
い
、
小
・
中
学
生
有
段
か
ら
中
学
生
・
一

般
ま
で
を
採
点
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

形
、
組
手
と
も
に
一
人
２
回
は
試
合
が
で
き
る
よ

う
に
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
は
、
敗
者
復
活
戦
を
し
、

採
点
方
式
の
形
で
は
１
・
２
回
戦
の
合
計
点
で
勝
敗

を
決
め
ま
し
た
。

　

大
会
を
観
覧
す
る
保
護
者
も
、
９
０
０
名
収
容

の
観
覧
席
を
１
席
お
き
に
使
用
禁
止
と
し
た
上
で
、

座
席
を
指
定
し
、
１
つ
の
時
間
帯
の
観
客
人
数
を

１
０
０
名
以
下
に
制
限
を
し
て
観
覧
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
大
会
役
員
・
審
判
員
・
選
手
・
保

護
者
の
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
選
手
は
試
合
中

も
マ
ス
ク
（
ま
た
は
メ
ン
ホ
ー
）
を
着
用
、
形
名
の

呼
称
も
係
員
が
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
行
い
、
審
判
員
は

笛
を
使
用
せ
ず
に
判
定
の
合
図
も
ブ
ザ
ー
を
用
い
て

行
い
ま
し
た
。

　

審
判
員
の
先
生
方
に
は
、
審
判
中
は
手
袋
を
し
て

い
た
だ
き
、
感
染
予
防
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

で
き
る
限
り
の
感
染
予
防
策
を
考
え
さ
ま
ざ
ま
な

制
限
が
あ
り
、
不
自
由
な
面
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
が
、
選
手
た
ち
の
嬉
し
そ
う
な
顔
や
悔
し
そ
う
な

顔
を
見
て
大
会
を
開
催
で
き
て
良
か
っ
た
な
と
思
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
文
：
柏
木
、
伊
藤
）（
写
真
：
伊
藤
）

メンホーの中にマスク

形試合、採点の様子

加
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
変
有
意
義
な
講

習
会
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

　

指
導
員
も
宗
家
に
型
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。

指
導
員
一
同
、
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
の

一
層
の
指
導
に
活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。　
　

　

ま
た
、
前
日
（
２
日
）
か
ら
東
北
の
荒
師
範
、
中

村
先
生
も
来
道
さ
れ
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
来
道
に
つ
き
ま
し
て
、
改
め
て
坂
上
宗

家
は
じ
め
荒
師
範
、
中
村
先
生
に
感
謝
す
る
次
第
で

す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

各
先
生
方
の
帰
京
後
、
バ
ー
チ
ャ
ル
国
際
大
会
に

臨
む
た
め
、
日
々
練
習
に
励
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
、
糸
洲
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
坂
上
宗
家
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
糸
洲
会
北
海
道
支
部
長
・
栗
城
憲
康　

常
明
館
館

長
・
酒
井
あ
さ
み
）

荒先生の指導

宗家の指導を受けるあさみ館長

笑顔の４人 宗家と荒先生、栗城支部長

荒先生の指導

試合を待つあいだはソーシャルディスタンス
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人
間
は
人
と
人
の
「
間
」
に
生
き
る
か
ら
人
間

と
言
い
、
武
道
も
人
と
人
の
闘
い
だ
か
ら
「
間
」

が
大
切
で
あ
る
。

 

「
間
」
を
大
き
く
分
け
る
と
、
①
相
手
と
の
距
離

を
意
味
す
る
「
物
理
的
な
間
」。
②
時
間
や
タ
イ

ミ
ン
グ
を
意
味
す
る
「
時
間
的
な
間
」。
③
怖
く

て
近
寄
り
が
た
い
な
ど
「
心
理
学
的
な
間
」
が
存

在
し
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
が
微
妙
に
絡
み
合
っ
て

「
間
」
が
成
立
し
て
い
る
。

　

一
般
社
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
話
題
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス(

社
会
的
距
離)

は
２

メ
ー
ト
ル
、
組
織
間
合
い
は
１
メ
ー
ト
ル
、
家
族

や
恋
人
な
ど
密
接
間
合
い
は
50
セ
ン
チ
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
　
　

　

空
手
道
の
組
手
で
は
、「
我
が
間
」「
敵
の
間
」

な
ど
、
有
利
な
「
間
」
を
い
か
に
取
る
か
が
勝
敗

に
関
係
し
、
恐
怖
を
感
じ
る
と
「
間
」
が
読
め
な

く
て
「
間
違
い
」
が
発
生
す
る
。

 

「
歌
」
の
場
合
は
、
発
声
の
た
め
の
二
分
音
符
や

四
分
音
符
と
、
声
を
出
さ
な
い
休
止
符
が
あ
る
よ

う
に
、
空
手
道
の
「
型
」
に
お
い
て
も
、
技
の
連

続
性
や
術
理
に
よ
る
「
間
」
も
あ
れ
ば
、
気
配
を

消
す
た
め
の
静
か
な
「
間
」
も
存
在
す
る
。

　

し
か
し
、
競
技
を
意
識
す
る
と
、
得
点
や
勝
敗

に
支
配
さ
れ
て
主
体
性
を
失
い
、「
間
抜
け
」
の

型
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

 

「
型
」
は
身
体
的
な
鍛
錬
だ
け
で
な
く
、「
自
分

に
打
ち
勝
つ
型
」、「
未
来
を
予
感
さ
せ
る
型
」、

「
生
き
様
を
感
じ
さ
せ
る
型
」
な
ど
、
自
分
と

「
型
」
が
共
に
成
長
し
、
魅
力
あ
る
「
型
」
を

育
て
続
け
る
と
こ
ろ
に
「
文
武
両
道
」
が
存
在

す
る
。

　

私
た
ち
は
、
伝
統
文
化
を
消
費
す
る
だ
け
の

活
動
に
終
わ
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
…
…
。

▼
ア
ッ
プ
ル
社
を
創
業
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

ス
マ
ホ
に
よ
っ
て
世
界
を
変
え
た
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
は
、
美
術
館
で
絵
画
に
囲
ま

れ
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
の
メ
モ
を
山
ほ
ど
取
っ
て

い
た
話
は
有
名
で
あ
る
。

　

芸
術
の
鑑
賞
や
論
理
的
思
考
な
ど
、
異
な
る

分
野
と
の
結
合
は
直
感
力
と
創
造
力
の
向
上
に

つ
な
が
る
。
私
た
ち
も
競
技
だ
け
で
な
く
、「
美

意
識
」
を
鍛
え
、
全
人
的
な
武
道
性
を
確
立
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

▼
故
・
坂
上
隆
祥(

糸
洲
流
三
世
宗
家)

先
生

の
「
型
」
は
、
現
在
の
競
技
型
と
違
っ
て
、
し

な
や
か
さ
が
あ
り
、
そ
れ
で
い
て
凄
み
と
迫
力

が
あ
っ
た
。

　

先
生
は
指
導
に
お
い
て
も
「
型
」
は
「
優
美
」

に
、そ
し
て
「
間
」
と
「
残
心
」
が
大
切
と
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
は
「
書
」
に

も
精
通
し
、
葉
書
や
手
紙
の
小
さ
な
文
字
も
毛

筆
で
見
事
に
書
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

糸
洲
流
の
「
型
」
に
は
「
優
美
」
の
「
美
学
」

が
存
在
す
る
。
そ
の
伝
統
が
私
た
ち
の
誇
り
に

な
っ
て
い
る
。

コラム

道
草

審
議
員
　
林
　
開
作

そ
の
十
三　
「
間
」・
・
・
考
察

令
和
２
年
９
月
27
日
（
日
）
大
阪
府
立
門
真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

森
将
嗣 

師
範
（
体
誠
塾
）、
障
害
を
乗
り
越
え
７
段
合
格

　

令
和
２
年
９
月
27
日（
日
）大
阪
府
立
門
真
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
糸
洲
流
７
段
の
審
査
会

で
、
体
誠
塾
枕
崎
道
場
の
森
将
嗣
師
範
が
障
害
を
乗

り
越
え
、
見
事
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
師
範
は
南
薩
地
区
空
手
道
連
盟
会
長
、
鹿
児
島

県
空
手
道
連
盟
理
事
と
し
て
、
地
元
枕
崎
市
で
も
青

少
年
の
空
手
道
競
技
普
及
・
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

昭
和
52
年
、
枕
崎
空
手
道
会
を
結
成
、
会
員
数
も

増
え
（
最
高
80
名
）
順
調
に
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
14
年
、
慢
性
腎
不
全
に
な
り
人
工
透
析
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
心
臓
肥
大
や
副
腎
機
能
の
低
下
な
ど
、
命
に

危
険
な
状
態
も
あ
り
ま
し
た
が
、
週
２
回
の
稽
古
日

に
は
必
ず
指
導
に
出
向
い
て
行
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
２
月
21
日
、
新
潟
大
学
病
院
で
腎
臓
移

植
（
奥
様
博
子
さ
ん
提
供
）
に
成
功
し
体
力
も
徐
々

に
回
復
し
稽
古
も
順
調
で
し
た
が
、
平
成
24
年
２
月

17
日
愛
妻
（
博
子
さ
ん
）
が
膵
臓
ガ
ン
で
逝
去
。

　

一
時
、
喪
失
感
が
あ
り
ま
し
た
が
立
ち
直
り
仕
事

も
空
手
も
再
開
し
古
希
を
機
に
７
段
に
挑
戦
。
審
査

会
当
日
は
筆
者
（
井
出
）
も
同
行
、
見
学
し
ま
し
た

が
「
技
の
キ
レ
」「
極
め
」「
緩
急
」
素
晴
ら
し
く
合

格
間
違
い
な
い
と
直
感
で
感
じ
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
（
木
）、
受
賞
を
知
り
枕
崎
市
武
道
場

に
Ｏ
Ｂ
、
保
護
者
、
門
下
生
90
人
が
合
格
の
お
祝
い

に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
地
元
南
日
本
新
聞
社
も
取
材
に
来
ら
れ
後

日
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
先
生
は
「
10
年
後
の
八
段
取
得
を
目
指
し
て
切

磋
琢
磨
を
心
に
誓
い
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
い
言
葉

で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
九
州
地
区
会
報
委
員　

井
出
俊
郎
）

７段を祝い門下生と記念写真南日本新聞より

19

 

昇
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審
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格
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編

集

後

記

謹
賀
新
年

　

昨
年
、「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
ら

れ
た
と
き
は
、
全
国
各
地
区
の
活
動
が
休
止
と
な

り
、
見
通
し
「
ゼ
ロ
」
の
状
況
に
困
惑
し
て
お
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国
各
地
区
か
ら
届
い
た
寄

稿
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
と
新
し

い
稽
古
の
ス
タ
イ
ル
、
そ
の
可
能
性
に
挑
戦
す
る

皆
さ
ん
の
姿
…
…
。
今
、
思
い
出
し
て
も
感
動
で

胸
が
熱
く
な
る
。

　

さ
て
、
２
０
２
１
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
揺

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
立
場

に
立
つ
と
、
自
然
の
片
隅
で
静
か
に
暮
ら
す
は
ず

が
、
突
然
の
世
界
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
困
っ
て
い
る

か
も
知
れ
な
い
。

　

一
方
、
人
間
の
立
場
に
立
つ
と
、
過
去
の
価
値

観
に
し
が
み
つ
く
か
、
あ
た
ら
し
い
創
始
者
の
立

場
に
立
つ
の
か
…
…
。

　

さ
ら
に
、
両
者
の
立
場
で
考
え
る
と
、
グ
ロ
ー

バ
ル
の
今
日
、「
地
球
環
境
」
の
規
模
で
考
え
る

時
期
が
来
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

不
良
の
人
も
真
面
目
な
人
も
、
誰
も
が
自
分
の

頭
で
哲
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　

会
報
委
員
会
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
稿
を
待
っ

て
い
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　

（
会
報
委
員
長　

林　

開
作
）

（
令
和
２
年
10
月
１
日
～
11
月
25
日
ま
で
）

●
少
年
部

【
初
段
】

中
村
咲
月
、
新
原
勇
希
、
上
ノ
原
由
築
、
松
元
琥
希
、

大
薮
凛
花
、
前
村
涼
香
、
池
田
藍
二
、
藤
原
樹
、
酒

井
結
愛
、
北
川
流
輝
、
藤
本
健
汰
、
道
幸
瞭
、
本
田

颯
汰
、
松
本
健
弥
、
金
子
右
京
、
ス
プ
リ
ヤ
ン
ト
白

蘭
、
平
野
正
樹
、
山
田
愛
恵
、
久
保
田
京
人
、
下
山

仁
、
宮
島
る
い
な
、
大
島
武
、
赤
羽
悠
空
、
青
柳
拓

真
、
赤
羽
根
凛
生
、
ス
プ
リ
ヤ
ン
ト
姫
来

●
一
般

【
初
段
】

西
岡
大
悟
、
森
陸
人
、
村
上
茜
音
、
鈴
木
永
遠
、
鈴

木
国
章
、
猪
股
明
美
、
高
橋
凜
玖
、
浦
西
陽
、
荒
一

志
、
佐
藤
翔
太

【
弐
段
】

中
村
魁
生
、
山
下
生
月
、
松
田
万
侑
、
北
庄
司
基
博
、

鈴
木　

空
、
安
井
喬
、
太
田
明
、
河
野
英
央

【
参
段
】

大
迫
淳
哉
、
勝
又
啓
之
、
倉
本
敬
之

【
四
段
】

佐
々
木
直
勝
、
安
川
徳
昭
、
池
田
裕
一
郎

【
五
段
】

井
出
幸
子
、
芋
川
佳
樹

総
本
部
主
催
・
第
１
回
糸
洲
流
空
手
道
バ
ー
チ
ャ
ル
国
際
大
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
拡
散
に
よ
り
、

大
会
や
稽
古
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
る
な
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
世
界
の
糸
洲
会
会
員
相
互
の

交
流
や
、
技
術
向
上
を
目
的
と
し
た
糸
洲
会
会
員
の

み
が
参
加
で
き
る「
第
１
回
バ
ー
チ
ャ
ル
国
際
大
会
」

を
坂
上
節
明
先
生
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
上
先
生
か
ら
大
会
事
務
局
を
打
診
さ
れ
て
、
私

も
こ
の
企
画
に
賛
同
し
事
務
局
を
お
引
き
受
け
し
ま

し
た
。

　

８
月
１
日
付
け
で
加
盟
国
及
び
国
内
道
場
に
大
会

案
内
を
発
送
し
、
10
月
31
日
締
切
り
、
審
判
日
は
11

月
29
日
か
ら
、
成
績
発
表
は
12
月
25
日
と
短
期
間
で

す
が
、
外
国
か
ら
９
ヵ
国
、
国
内
か
ら
は
25
道
場
の
、

延
３
４
５
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

送
ら
れ
て
き
た
ビ
デ
オ
を
編
集
し
て
「
バ
ー
チ
ャ

ル
国
際
大
会
結
果
」
をYoutube

に
発
表
す
る
企

画
も
し
た
の
で
、
バ
ー
チ
ャ
ル
国
際
大
会
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

初
め
て
の
大
会
企
画
で
あ
り
、
個
人
戦
を
主
眼
に

し
た
の
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
等
に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
参

加
選
手
の
年
齢
層
を
見
た
と
こ
ろ
多
少
は
偏
っ
た
結

果
に
な
っ
て
し
ま
い
し
た
。

　

坂
上
先
生
は
、
今
大
会
を
参
考
に
し
て
次
大
会
は

さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
ま
た
型
団
体
戦
や
約
束
組
手
の

部
を
採
用
す
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

◎
第
１
回
大
会
の
参
加
国
、
国
内
道
場
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
海
外
】 

ア
メ
リ
カ
２
支
部
、
カ
ナ
ダ
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
イ
ン
ド
、
フ
イ
リ
ピ
ン
、
ス
イ
ス
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
ス
エ
ー
デ
ン
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド　

【
国
内
】 

総
本
部
、
北
海
道
、
福
島
荒
道
場
、
利
根
、

船
橋
、
昌
武
館
、
翔
空
手
道
ク
ラ
ブ
、
保
土
ヶ
谷
、

旭
空
手
道
ク
ラ
ブ
、
錬
心
塾
、
子
安
、
横
須
賀
、
和

光
大
学
、
洗
心
館
、
吹
田
青
少
年
、
吹
田
千
里
山
、

芦
屋
空
手
道
協
会
、
藤
田
道
場
、
松
陽
塾
、
泉
南
、

創
心
館
本
部
、
体
誠
塾
朝
倉
、
拳
志
舘
夢
ケ
丘
、
熊

本
、
鹿
児
島

　
　
（
バ
ー
チ
ャ
ル
国
際
大
会
事
務
局　

小
田　

歩
）
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